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2009ij:の大きなの出来事のひとつはオパマ大統領の登場でしょう。 21世紀にアメリカ史上初の黒人大統領

が誕生しました。このい大統領がキャンベーンr!Jから訴えてきた rCHANGEチェンジJいう言紫をアメ

リカ r~!民のみならず[I!:!N r!l の人々が共有しました。古い時代，マンネリからのチェンジ，あきらめから

へ， 1日体質から新しいものへ，一揺りの人の政治から大勢の人が参加lできる政治へのチェンジ。 期待したい

ところです。大統領選目安利irir説に "1willlisten to you， especially when we disagree，"というプレーズがあ

りました。この姿勢は成熟した大人の態度だとjよ〔います。

説H奈のrjJで. クライエントの言動に， l~l 分の ií!l íirl\fñ翠と相容れないものを!感じることはカウンセラーとして

多々あることですc そのような不協和を感じながらも，まずはクライエントの言葉に;耳を傾けるわけで'-9。

クライエントの言葉の背後にある気持ちは何だろう，この行動に駆り立てた契機は何だったのだろう，自分

を不協和にさせるものは何だろうと頭の片隅で考えを駆け巡りらせながらも， 誌のl清のクライヱントにはまL

をフル稼働させ. しっかり IIfJき合うわけです。 はH1Vカウンセリングを心理n臨床ir5'動のひとつとし

ており，医療スタッフ向'tliJf1i芸会で、話すす友会がありま そのH釘こ強制するのは「ノンジャッジメンタルな

相手を非主H.批判しないで， まず中立(!守・ をJß~(き， 1'11三子をする態度が，

忠者から を得ることになり，良好なiti1長関係をお:つことになるの

I~l 分のiíllifrlf観とキI1幸子れなし、状況や土m解を龍える事態に接することはかなりのストレス しかし而J安の

rjJで¥クライエントがそのよう にいたった経緯が!明らかにされると，クライエントについての了解が

iTJ誌になったり，あるいはこちらの推論が修正されたりすることがあります。クライエントについての理解

からより深いレベルに進むにつれ，新たな発見，見方の変化があるはずです。問時にクライエントに

もおiたな気づきが/1'.l:，そこに態度・行動の「チェンジJが発生することでしょう。クライントのこのよう

なプロセスにIJlj道させていただくことにより，セラピストの限界は広がり，鍛えられ，成長させて頂いてい

ます。さまざまな fチェンジJを実践していくためにはセラピストの柔軟さ， しなやかさ，強さが求められ

ます。そのための鍛錬を日々楽しく行っていきたいものです。

さて，この紀要も本!日で若干のチェンジがありました。 1臨床系の教員が編集委員とし

ることになりました。紀嬰論文は修士論文に基づ、いて"，生かれたわけですが，修士論文作成にあたり，

民の指導もかなりあることから教員との述名になっています。 昨年は而接室が新しくされました。少し

ずつ変化している秋旧大学繍床心理相談室を見守っていただきたいと思いま




